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◇表紙・裏表紙写真の説明◇                                                 

本号の表紙写真は、裏表紙写真ともに、幌加内町の内海千樫氏がご自宅

のビオトープ、他で撮りためてきた生き物写真の中からご提供頂きました。 

・表紙：タンチョウは家族単位で行動する事が多く、写真は前後が親で、中

の2羽が幼鳥です。 

・裏表紙：キタキツネは雪の下で活動しているネズミを狙ってビオトープに

やって来ます。 

◇内海千樫氏：北海道 幌加内ビオトープ研究会代表、日本ビオトープ協

会会員。1978年より幌加内町在住。現在、北海道ネーチャーマガジン

「モーリー」（北海道新聞社）で「アオサギの悲哀」を連載中。動物写真家

であり、動植物・昆虫などの写真撮影を通じて、その生態観察は欠かせず

長年研究を続けてこられ、ビオトープに地道に取り組んでおられます。 
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